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、
一
八
五
二
〜
一
九
三
二
）
の



を
『
噂
の
ひ
ろ
ま
り
』
と
い
う
標
題
で
翻
案
し
、
そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
翻
訳
、
翻
案
の
仕
事
を
残
し
て
い
る
。
　
な
お
「
鈴
木
」
は
、
鈴
木
省
吾
、「
緒
方
」
は
、
緒
方
流
水
、「
小
林
」
は
小
林
慶
二
郎
（
天
龍
）
で
あ
る
。
堺
は
『
三
十
歳
記
』
の
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
一
月
一
日
の
日
記
に
、「
我
今
年
卅
一
歳
“
”
“
”
33
也
、
円
城
寺
は
我
と
同
年
也
、
松
居
も
亦
同
年
也
、
幸
徳
と
鈴
木
と
は
一
歳
の
弟
也
、
我
耻
づ
る
所
な
き
を
得
ず
、
国
分
  
、
緒
方
の
如
（
マ
マ
）
き
は
二
三
歳
の
弟
也
、
我
実
に
耻
づ
る
所
な
き
を
得
ず

」
と
記
し
て
、
新
年
に
あ
た
り
同
年
な
ら
び
に
年
少
の
『
万
朝
報
』
の
同
僚
の
年
齢
を
あ
げ
て
、
他
と
比
較
し
て
、
自
己
に
耻
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
反
省
し
て
い
る
。
堺
は
、
同
僚
が
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
自
分
と
を
比
べ
て
み
て
奮
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
内
藤
湖
南
の
名
前
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
内
藤
は
、
こ
の
年
三
十
五
歳
に
な
っ
て
お
り
、
堺
よ
り
も
四
歳
の
年
長
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
幸
徳
秋
水
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
堺
利
彦
も
年
長
の
友
へ
の
敬
称
で
あ
る
「
老
兄
」
と
し
て
畏
敬
の
念
を
い
だ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
察
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
最
終
の
節
で
記
す
こ
と
に
な
る
内
藤
退
社
の
時
の
堺
の
日
記
に
書
き
と
め
た
言
葉
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
六　
幸
徳
秋
水
の
『
日
本
人
』
へ
の
寄
稿
　
こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
幸
徳
秋
水
の
日
記
『
時
至
録
』
の
記
述
に
も
ど
り
、
日
記
冒
頭
の
八
月
十
八
日
の
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
目
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
。
一
時
退
社
す
。
内
藤
湖
南
よ
り
「
日
本
人
」
雑
誌
寄
稿
委
嘱
の
（　
）
31
話
し
あ
り
。
承
諾
し
置
き
た
り

。
　
内
藤
湖
南
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
に
政
教
社
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
日
本
人
』（
一
時
『
亜
細
亜
』
と
改
題
）
の
記
者
を
同
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
二
月
よ
り
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
一
月
ま
で
約
三
年
間
し
て
い
た
。
政
教
社
を
退
い
た
後
に
も
、
時
々
『
日
本
人
』
に
評
論
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
で
内
藤
は
、
こ
れ
と
見
込
ん
だ
学
識
が
あ
り
、
才
能
の
あ
る
人
物
に
対
し
て
『
日
本
人
』
に
評
論
を
発
表
す
る
よ
う
声
を
か
け
、
『
日
本
人
』
の
編
集
者
に
推
薦
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
本
論
の
第
一
節
の
冒
頭
に
名
前
を
あ
げ
た
稲
葉
岩
吉
が
、
初
め
て
内
藤
湖
南
の
家
を
訪
ね
て
か
ら
そ
れ
ほ
ど
日
時
を
経
て
い
な
い
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
月
二
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
人
』
（
第
一
〇
一
号
）
に
、「
東
洋
政
治
史
の
開
展
を
批
判
す
」
と
い
う
評
論
を
初
め
て
発
表
し
て
い
る
の
は
、
内
藤
湖
南
が
稲
葉
の
学
識
と
才
幹
と
を
み
と
め
て
『
日
本
人
』
の
編
集
者
に
推
薦
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
十
月
五
日
刊
行
の
『
日
本
人
』（
第
一
〇
〇
号
）
に
、
内
藤
は
「「
日
本
人
」
改
刊
第
百
号
」
と
題
し
て
、
九
月
九
日
、
清
国
へ
向
う
仙
台
丸
の
船
上
で
執
筆
し
た
『
日
本
人
』
第
百
号
に
対
し
て
の
祝
辞
を
寄
せ
て
い
て

、
な
お
『
日
本
人
』
と
は
、
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
（　
）
32
（　
）
33
34
　内
藤
湖
南
が
幸
徳
秋
水
に
雑
誌
『
日
本
人
』
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
と
薦
め
た
の
は
、
幸
徳
の
学
識
と
執
筆
能
力
に
す
ぐ
れ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
を
み
と
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
幸
徳
は
志
を
得
な
い
悩
み
に
苦
し
ん
で
い
て
、『
日
本
人
』
へ
の
原
稿
執
筆
に
も
な
か
な
か
取
り
掛
か
れ
な
い
で
い
た
。
幸
徳
秋
水
は
、
九
月
五
日
の
日
記
に
堺
利
彦
と
会
っ
た
こ
と
を
、
単
に
「
五
時
堺
枯
川
と
新
橋
有
楽
軒
（
洋
食
店
）
に
晩
餐
し
て
帰
る

」
と
記
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
堺
の
九
月
六
日
の
日
記
に
よ
っ
て
み
る
と
、
昨
夜
、
幸
徳
と
有
楽
軒
に
晩
餐
を
共
に
す
、
幸
徳
我
を
偏
狭
に
陥
ら
ん
と
す
と
い
ふ
、
さ
も
あ
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
幸
徳
の
如
き
は
世
を
渡
ら
ん
と
し
て
其
方
便
を
考
へ
其
術
を
行
ふ
も
の
也
、
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
当
時
、
幸
徳
は
、
世
の
中
で
生
き
て
ゆ
く
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
て
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
手
段
を
講
じ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
幸
徳
の
九
月
二
十
四
日
の
日
記
に
は
、「
夜
堺
利
彦
来
る
。
例
の
処
世
論
を
為
す
。
九
時
去
る

」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
夜
の
「
処
世
論
」
の
こ
と
を
堺
は
、
九
月
二
十
五
日
の
日
記
に
、
昨
夜
、
秋
水
と
語
る
、
秋
水
も
亦
功
名
に
急
な
る
者
也
、
彼
外
（　
）
34
（　
）
35
（　
）
36
交
史
を
著
さ
ん
と
欲
し
て
出
版
書
肆
な
き
を
憤
る
、
曰
く
、
是
れ
予
が
無
名
な
る
故
也
と
、
名
を
得
ん
が
為
め
に
 
書
を
著
さ
ん
（
マ
マ
）
と
欲
す
れ
ど
も
名
な
き
が
為
に
出
版
す
る
を
得
ず
、
此
不
平
一
理
あ
り
、
然
れ
ど
も
、
是
れ
彼
の
資
本
な
き
が
故
に
商
業
を
営
む
を
得
ず
と
嘆
ず
る
商
人
に
同
じ
、
秋
水
亦
誤
れ
る
所
あ
る
を
免
れ
ず
、
実
力
を
養
う
て
、
漸
次
知
己
友
人
を
得
る
に
勉
む
る
の
外
な
き
也

。
と
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幸
徳
の
「
処
世
論
」
を
窘
め
る
も
の
の
、
堺
に
し
て
も
志
す
と
こ
ろ
が
思
う
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
に
悩
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
堺
の
同
じ
く
九
月
二
十
六
日
の
日
記
に
、
幸
徳
の
「
処
世
論
」
に
対
す
る
諌
め
の
言
葉
を
記
し
た
あ
と
に
、
次
の
よ
う
に
自
分
自
身
の
苦
悩
を
語
っ
て
い
る
。
我
は
朝
報
社
に
於
て
何
を
為
す
べ
き
乎
、
朝
報
社
は
到
底
久
恋
の
地
に
あ
ら
ず
、
只
名
を
署
し
た
る
文
を
自
由
に
紙
上
に
載
す
る
こ
と
を
得
る
が
我
々
に
取
り
て
利
益
あ
る
の
み
、
我
等
は
之
に
よ
り
て
多
少
の
名
を
博
す
る
の
外
朝
報
社
に
在
る
の
利
益
な
し
、
秋
風
や
う
や
く
冷
に
し
て
神
気
爽
然
た
り
、
是
よ
り
白
露
村
舎
漫
録
を
草
せ
ん
と
す

。
　
堺
は
、
十
月
十
三
日
の
日
記
『
三
十
歳
記
』
に
も
同
じ
よ
う
な
心
境
を
し
た
た
め
て
い
る
。
（　
）
37
（　
）
38
35
黒
岩
、
奢
侈
の
風
あ
り
、
又
好
に
耽
る
の
弊
あ
り
、
万
朝
報
社
の
成
功
は
已
に
渠
を
し
て
懈
怠
の
念
を
起
さ
し
め
た
る
か
、
朝
報
社
は
到
底
我
が
久
恋
の
地
に
あ
ら
ざ
る
也
。（
以
上
夜
七
時
記

）
　
幸
徳
秋
水
や
堺
利
彦
ば
か
り
で
な
く
、
三
十
歳
前
後
の
才
能
あ
る
『
万
朝
報
』
の
同
僚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
志
を
抱
い
て
雄
飛
せ
ん
と
し
て
い
た
。『
万
朝
報
』
社
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
け
っ
し
て
「
久
恋
の
地
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
ひ
と
り
に
久
津
見
蕨
村
（
息
 
忠
や
す 
、
一
八
六
〇
〜
一
九
二
五
）
が
た
だ
い
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
久
津
見
は
四
十
歳
、
幸
徳
は
二
十
九
歳
、
堺
は
三
十
歳
で
あ
っ
た
か
ら
『
万
朝
報
』
の
同
僚
と
し
て
久
津
見
は
、
お
よ
そ
十
歳
の
年
長
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
久
津
見
は
、
や
は
り
才
人
で
あ
っ
た
が
た
め
に
「
不
惑
」
ど
こ
ろ
か
高
い
志
を
い
だ
く
悩
み
多
き
人
物
で
あ
っ
た
。
久
津
見
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、『
万
朝
報
』
に
入
社
し
た
が
、
気
の
弱
さ
も
手
つ
だ
っ
て
か
、
思
う
と
こ
ろ
が
実
現
で
き
な
い
た
め
か
、
生
活
が
乱
れ
て
『
万
朝
報
』
社
に
借
金
を
重
ね
て
、
退
社
す
る
破
目
に
な
っ
た
。
　
幸
徳
は
九
月
六
日
の
日
記
に
、「
久
津
見
蕨
村
朝
報
社
を
去
れ
る
旨
を
報
し
来
る
。
彼
の
入
社
は
予
の
周
旋
な
り
し
と
平
生
親
し
く
交
際
せ
し
よ
り
三
両
日
来
彼
は
退
社
の
希
望
を
相
談
す
る
処
あ
り
し
が
、
（　
）
39
遂
に
一
昨
小
林
天
龍
に
就
て
退
社
を
申
出
た
り
。
社
と
彼
と
多
少
の
行
違
ひ
あ
り
し
も
の
の
如
き
は
遺
憾
な
り
き

」
と
み
え
、
翌
七
日
の
日
記
に
は
、「
久
津
見
蕨
村
よ
り
書
を
寄
せ
て
曰
く
。
…
…
彼
れ
社
に
対
し
て
百
余
金
の
負
債
あ
り
。
先
日
予
に
対
し
て
、
退
社
せ
ば
他
に
よ
き
口
あ
れ
ば
其
を
仕
払
ふ
べ
し
と
い
へ
り
。
蓋
し
彼
は
負
債
を
払
ふ
こ
と
馬
鹿

し
く
な
り
て
他
の
口
は
な
し
と
言
出
せ
し
な
る
べ
し
。
…
…
十
二
時
出
社
。
蕨
村
に
端
書
を
送
り
て
、
立
鳥
の
跡
を
濁
せ
し
は
足
下
の
為
め
に
遺
憾
な
り

」
云
々
と
あ
る
。
堺
も
九
月
六
日
の
日
記
に
、「
久
津
見
蕨
村
、
朝
報
社
を
退
き
た
り
、
教
科
書
運
動
屋
に
な
る
よ
し
也
、
前
途
危
い
哉
、
社
に
は
負
債
を
残
し
て
行
き
た
り
、
社
の
評
判
甚
だ
宜
し
か
ら
ず
、
蕨
村
元
来
男
ら
し
か
ら
ず
、
曖
昧
に
し
て
断
ず
る
こ
と
能
は
ず

」
云
々
と
評
し
て
い
る
。
　
そ
の
後
、
久
津
見
は
『
長
野
日
日
新
聞
』
や
『
函
館
毎
日
新
聞
』
の
主
筆
を
務
め
た
が
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で
職
を
転
じ
て
い
る
。
著
書
に
『
教
育
刷
新
策
』『
無
政
府
主
義
』
な
ど
が
あ
り
、
明
治
、
大
正
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
思
想
家
と
し
て
名
高
い
人
物
で
あ
っ
た

。
　
と
こ
ろ
で
幸
徳
秋
水
は
、
内
藤
湖
南
が
清
国
へ
赴
い
た
こ
と
と
、
久
津
見
蕨
村
が
退
社
し
た
こ
と
に
も
ふ
れ
て
、
九
月
三
十
日
の
日
記
の
末
尾
に
、
こ
の
月
の
こ
と
の
締
め
括
り
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
（　
）
40
（　
）
41
（　
）
42
（　
）
43
36
し
て
い
る
。
此
月
亦
碌
々
茫
々
の
中
に
尽
く
。
天
地
秋
愈
よ
深
し
。
新
聞
社
に
出
る
の
外
大
抵
家
居
し
交
友
甚
た
稀
な
り
。
今
春
以
来
先
月
に
至
る
ま
だ
殆
と
論
文
を
作
る
を
廃
せ
し
も
、
湖
南
、
蕨
村
等
の
去
れ
る
と
、
予
の
生
活
の
稍
や
規
則
立
ち
た
る
が
為
め
に
再
ひ
論
説
を
担
当
せ
り
。
詩
一
両
首
を
作
れ
り

。
　
確
か
に
幸
徳
は
、
内
藤
の
清
国
旅
行
で
不
在
に
な
り
、
久
津
見
の
退
社
し
た
九
月
、『
万
朝
報
』
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
多
く
の
論
説
を
発
表
し
て
い
る
。
九
月
九
日
号
に
は
「
地
方
良
民
に
告
ぐ
」、
九
月
十
三
日
号
に
、「
破
壊
主
義
乎
乱
民
乎
」、
九
月
十
八
日
号
、
二
十
日
号
の
二
回
に
わ
た
っ
て
「
胃
腑
の
問
題
」
を
書
き
、
九
月
二
十
五
日
号
に
、「
卜
国
問
題
に
就
て
感
あ
り
」
を
発
表
す
る
な
ど
活
発
に
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
幸
徳
は
九
月
に
み
せ
た
執
筆
の
ペ
ー
ス
で
『
万
朝
報
』
に
論
説
を
書
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
幸
徳
は
、
内
藤
の
不
在
と
久
津
見
の
退
社
の
あ
と
を
受
け
て
、
論
説
の
穴
埋
め
を
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
　
そ
れ
に
は
ま
た
『
万
朝
報
』
の
編
輯
局
の
組
織
改
革
に
よ
っ
て
、
「
原
稿
一
切
の
取
捨
は
国
府
犀
東
、
円
城
寺
天
山
清
、
及
予
三
人
代
る

之
が
責
任
を
帯
ひ
て
監
督
す
る
こ
と
ゝ
な
れ
り
。
政
治
原
稿
取
捨
は
従
来
予
の
主
任
た
り
し
も
、
責
務
に
偏
重
偏
軽
の
嫌
あ
る
と
、
（　
）
44
予
の
は
病
気
の
為
め
に
休
み
、
自
然
責
任
者
な
く
な
り
し
に
依
り
三
人
に
分
担
せ
し
め
た
る
な
り

」
と
い
う
こ
と
も
、
幸
徳
の
気
を
楽
に
し
、
論
説
執
筆
に
意
欲
を
い
だ
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
に
し
て
も
内
藤
湖
南
の
『
万
朝
報
』
で
の
執
筆
活
動
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
内
藤
の
清
国
出
発
前
の
六
月
か
ら
の
『
万
朝
報
』
へ
の
論
説
発
表
数
を
見
て
み
る
と
、
六
月
に
は
八
編
、
う
ち
六
月
二
十
二
日
号
、
お
よ
び
二
十
五
日
号
に
わ
け
た
「
大
隈
伯
を
支
那
に
遊
ば
し
む
べ
し
」
の
よ
う
な
や
や
長
編
の
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
七
月
に
は
九
編
、
八
月
に
は
七
編
の
論
説
を
発
表
し
て
他
を
圧
し
、
そ
の
能
力
の
卓
抜
さ
を
見
事
に
示
し
て
い
る

。
　
他
面
、
内
藤
湖
南
は
、
自
己
の
所
論
に
対
し
て
他
者
か
ら
批
判
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
に
対
す
る
反
批
判
の
論
説
を
執
筆
発
表
し
て
も
、
け
っ
し
て
こ
の
批
判
論
者
を
軽
ん
ず
る
よ
う
な
態
度
を
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
内
藤
の
度
量
の
広
さ
を
物
語
る
も
の
に
幸
徳
秋
水
に
対
し
て
、
雑
誌
『
日
本
人
』
へ
の
論
説
執
筆
の
「
依
嘱
の
話
し
」
を
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
内
藤
は
清
国
旅
行
を
前
に
し
て
の
六
月
二
十
九
日
号
の
『
万
朝
報
』
に
、「
支
那
人
雑
居
問
題
」
の
論
説
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
論
説
に
お
け
る
内
藤
の
「
断
案
は
、
曰
く
、
清
国
に
し
て
体
制
あ
る
国
（　
）
45
（　
）
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37
家
を
成
し
、
少
く
と
も
其
の
我
邦
に
渡
来
す
る
人
民
の
戸
籍
な
り
と
も
、
明
確
に
認
識
し
得
る
に
至
り
、
然
る
後
我
が
内
地
に
も
亦
支
那
人
に
開
放
す
べ
し
と

」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
内
藤
は
、
「
仁
を
為
す
は
可
な
り
、
仁
を
為
さ
ん
が
為
に
、
井
に
仁
 
あ
り
と
聞
ひ
と
て
、
直
ち
に
之
に
投
ず
る
の
愚
は
、
孔
丘
の
笑
ふ
所
な
り
、
亦
し
て
今
の
一
視
同
仁
主
義
の
論
者
は
、
則
ち
之
を
為
さ
ん
と
す
る
者
な
り

」
と
そ
の
所
論
を
結
ん
で
い
る
。
　
こ
の
論
説
が
『
万
朝
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
翌
六
月
三
十
日
号
の
同
紙
に
、
幸
徳
秋
水
は
「
支
那
人
排
斥
す
べ
き
乎
」
と
題
す
る
論
説
を
書
き
、
そ
の
結
び
に
「
予
は
前
号
紙
上
潜
夫
君
の
支
那
人
排
斥
論
を
読
ん
で
其
の
文
藻
の
凡
な
ら
ざ
る
に
服
す
る
と
雖
も
、
憾
ら
く
は
遂
に
其
論
旨
に
雷
同
す
る
こ
と
能
は
ず
、
敢
て
所
感
を
告
白
し
て
置
く

」
と
記
し
て
、「
潜
夫
君
」
の
「
支
那
人
排
斥
論
」
に
批
判
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
　
幸
徳
が
い
う
「
潜
夫
君
」
の
「
潜
夫
」
と
は
、
ま
さ
し
く
内
藤
湖
南
の
筆
名
で
あ
っ
た

。
幸
徳
が
批
判
す
る
「
潜
夫
君
」
の
論
説
は
、
あ
き
ら
か
に
内
藤
の
「
支
那
人
雑
居
問
題
」
を
指
し
て
い
る
。
　
幸
徳
が
記
述
し
て
い
る
「
不
潔
の
支
那
人
は
多
く
来
ら
ん
、
不
徳
の
支
那
人
は
多
く
来
ら
ん
、
彼
は
元
よ
り
衛
生
を
害
す
べ
し
風
俗
を
敗
る
べ
し
、
支
那
人
排
斥
を
論
ず
る
者
の
理
由
と
す
る
所
、
口
に
し
（　
）
47
（　
）
48
（　
）
49
（　
）
50
得
る
所
は
唯
だ
如
此
き
の
み
、
我
日
本
の
法
律
は
能
く
彼
等
を
制
す
る
に
足
ら
ざ
る
程
に
無
効
力
な
る
乎
、
我
日
本
の
警
察
は
能
く
彼
等
を
取
締
る
能
は
ざ
る
程
に
不
完
全
な
る
乎
、
抑
も
又
文
明
国
の
政
府
優
等
国
の
政
府
、
論
者
の
所
謂
清
潔
道
徳
な
る
日
本
国
の
政
府
は
、
彼
等
未
開
な
る
人
民
に
対
し
て
は
、
何
の
威
力
を
も
及
ぼ
す
能
は
ざ
る
乎

」
は
、
内
藤
が
「
支
那
人
雑
居
問
題
」
に
お
い
て
、
苟
く
も
其
の
雑
居
を
許
さ
ん
か
、
此
が
為
に
特
に
警
察
力
の
増
加
を
要
し
、
更
に
獄
制
上
の
紛
糾
を
生
じ
、
種
々
無
量
の
労
を
費
し
て
、
而
し
て
体
制
な
き
国
家
の
下
の
放
飼
せ
ら
れ
た
る
人
民
の
監
督
に
任
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず

、
と
論
じ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
お
り
、
ま
た
幸
徳
が
い
う
「
不
潔
の
支
那
人
」「
不
徳
の
支
那
人
」
云
々
は
、
内
藤
が
指
摘
す
る
「
防
遏
す
べ
か
ら
ざ
る
を
患
ふ
る
所
の
者
は
、
則
ち
か
の
不
潔
と
罪
悪
と
の
濯
ふ
べ
か
ら
ざ
る
浸
染
を
受
け
た
る
下
等
種
族
の
み

」
を
ふ
ま
え
て
の
所
論
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
　
し
か
し
内
藤
の
所
論
は
、
一
側
面
を
全
体
的
な
問
題
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、「
由
来
下
等
種
族
の
支
那
人
は
、
幼
稚
な
る
未
開
人
に
あ
ら
ず
し
て
、
千
百
年
来
の 
克
ほ
う 
（
佐
伯
注
―
き
び
し
く
税
を
取
り
こ
く
た
て
る
こ
と
）
を
事
と
せ
る
秕
政
と
、
放
漫
せ
る
紀
網
と
の
下
に し
ょ
う
賊
 
（
佐
伯
注
―
そ
こ
な
い
虐
げ
ら
れ
る
こ
と
、
こ
こ
で
は
「
賊
」
は
殺
さ
れ
ぞ
く （　
）
51
（　
）
52
（　
）
53
38
る
こ
と
で
は
な
く
、
虐
げ
ら
れ
る
意
味
）
せ
ら
れ
た
る
堕
落
民
種
な
り

」
と
す
る
人
民
へ
の
圧
制
の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
の
大
局
の
論
で
あ
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
内
藤
は
、『
万
朝
報
』
の
七
月
十
日
号
で
「
再
び
支
那
人
雑
居
問
題
に
就
て
（
非
開
放
）」
を
論
じ
、
幸
徳
の
批
判
に
反
論
を
加
え
た
。
こ
の
内
藤
の
論
説
は
、「
言
の
再
び
す
る
は
、
頗
る
煩
 
絮
は
ん 
じ
ょ
（
佐
伯
注
―
く
ど
く
ど
し
い
こ
と
）
に
嫌
ふ
、
但
だ
吾
が
議
先
づ
発
し
、
而
し
て
社
中
紛
々
の
議
尋
で
喧
騰
を
致
す
、
吾
が
言
最
も
備
は
ら
ざ
る
所
以
、
少
し
く
其
の
欠
漏
の
甚
だ
し
き
者
を
補
は
し
め
よ
」
に
始
ま
り
、「
開
放
論
者
の
言
に
拠
れ
ば
」
と
し
て
、「
支
那
人
を
排
斥
す
る
は
一
視
同
仁
の
義
に
背
く
、
吾
は
謂
ふ
一
視
同
仁
の
大
 
方
だ
い 
鍼
ほ
う 
（
佐
し
ん
伯
注
―
「
方
鍼
」
は
、
方
針
と
同
語
）
な
り
、
大
主
義
な
り
、
之
を
行
ふ
に
当
つ
て
は
、
緩
急
疾
徐
、
適
宜
に
進
退
し
、
而
し
て
必
ら
ず
し
も
其
の
根
本
主
義
と
相
背
馳
せ
ず
と

」
と
自
己
の
考
え
、
立
場
あ
き
ら
か
に
す
る
。
内
藤
は
、「
一
視
同
仁
」
を
幸
徳
の
よ
う
に
性
急
に
こ
と
を
論
じ
て
は
な
ら
ず
、「
緩
急
疾
徐
、
適
宜
に
進
退
」
す
る
立
場
か
ら
「
一
視
同
仁
」
を
目
指
す
こ
と
は
、
け
っ
し
て
そ
の
「
根
本
主
義
」
か
ら
背
く
も
の
で
は
な
い
と
説
い
て
自
説
を
補
強
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
内
藤
は
幸
徳
か
ら
「
支
那
人
雑
居
問
題
」
で
批
判
を
（　
）
54
（　
）
55
被
っ
た
け
れ
ど
も
、
け
っ
し
て
幸
徳
を
無
視
す
る
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
幸
徳
に
雑
誌
『
日
本
人
』
へ
の
寄
稿
を
薦
め
た
の
で
あ
っ
た
。
幸
徳
は
内
藤
か
ら
、
こ
う
し
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
感
激
し
た
で
あ
ろ
う
。
幸
徳
は
「
支
那
人
排
斥
論
」
を
め
ぐ
っ
て
考
え
を
異
に
し
て
い
た
と
は
い
え
、
内
藤
の
「
文
藻
の
凡
な
ら
ざ
る
に
服

」
し
、
畏
敬
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
内
藤
が
『
万
朝
報
』
社
を
退
い
た
後
に
も
『
万
朝
報
』
の
社
内
で
は
、
内
藤
を
敬
慕
し
、
心
服
す
る
こ
と
が
強
烈
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
万
朝
報
』
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
二
十
六
日
号
に
無
署
名
の
次
の
記
事
か
ら
み
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
先
生
国
文
に
通
じ
、
英
文
に
通
じ
、
詩
歌
を
善
く
し
、
書
に
巧
み
に
、
兼
て
美
術
を
好
み
て
鑑
識
に
富
む
、
多
才
と
い
ふ
べ
し
、
然
れ
ど
も
先
生
の
特
長
ハ
其
漢
学
に
あ
り
、
其
支
那
に
於
け
る
一
切
の
文
物
典
章
地
理
風
俗
と
及
び
近
代
の
実
情
形
勢
に
暁
通
せ
る
と
ハ
、
従
来
漢
学
者
流
が
唐
宋
以
前
の
経
学
史
学
の
狭
小
な
る
範
囲
に
跼
 
蹐
き
ょ
く 
た
る
の
比
に
あ
ら
ず
、
一
昨
年
其
清
国
に
遊
せ
き
歴
す
る
や
、
其
学
術
更
に
一
段
の
造
詣
を
深
く
せ
り
、（
下
略
）

　
こ
う
し
た
内
藤
湖
南
観
は
、
幸
徳
秋
水
に
し
て
も
同
様
の
考
え
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
内
藤
の
清
国
遊
歴
に
さ
い
し
、
（　
）
56
（　
）
57
39
先
頭
に
立
っ
て
送
別
の
五
言
律
詩
を
贈
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
幸
徳
秋
水
が
内
藤
湖
南
か
ら
『
日
本
人
』
へ
の
寄
稿
の
「
依
嘱
」
を
受
け
て
か
ら
原
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
て
お
い
た
。『
万
朝
報
』
社
に
お
い
て
幸
徳
の
立
場
が
好
転
し
て
か
ら
原
稿
執
筆
の
気
力
を
強
め
、『
日
本
人
』
へ
の
原
稿
は
、
内
藤
が
清
国
か
ら
帰
国
し
、
初
め
て
『
万
朝
報
』
社
に
出
社
し
た
十
二
月
五
日
の
二
十
二
日
前
の
十
一
月
十
三
日
に
書
き
あ
げ
た
。
そ
の
日
の
日
記
に
幸
徳
は
、「
朝
文
を
草
し
て
成
ら
ず
。
十
二
時
出
社
。
四
時
帰
宅
。
夜
日
本
人
論
説
を
艸
し
て
送
る

」
と
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
論
説
は
、「
革
命
乎
亡
命
乎
」
と
題
す
る
も
の
で
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
発
行
の
『
日
本
人
』
第
百
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
幸
徳
は
、
内
藤
湖
南
と
の
『
日
本
人
』
に
寄
稿
す
る
約
束
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
七　
内
藤
湖
南
の
帰
国
土
産
と
退
社
　
内
藤
湖
南
が
清
国
か
ら
帰
国
し
て
、
初
め
て
『
万
朝
報
』
社
に
顔
を
出
し
た
日
の
日
記
に
、
幸
徳
が
内
藤
か
ら
清
国
よ
り
の
「
み
や
げ
」
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
五
節
に
お
い
て
、
（　
）
58
い
さ
さ
か
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
そ
の
十
二
月
五
日
の
日
記
で
は
、
「
み
や
げ
と
て
後
魏
時
代
の
司
馬
某
墓
誌
の
石
刷
を
贈
ら
る
。
猶
田
岡
嶺
雲
よ
り
湖
南
に
托
し
て
黄
山
谷
の
書
を
送
り
し
来
れ
り

」
と
清
国
土
産
の
物
品
を
具
体
的
に
書
き
と
め
て
い
る
。
　
幸
徳
が
内
藤
か
ら
の
土
産
「
後
魏
時
代
の
司
馬
某
墓
誌
の
石
刷
」
は
、
お
そ
ら
く
後
魏
の
司
馬
紹
（
？
〜
四
九
三
）、
あ
る
い
は
司
馬
（
？
〜
五
二
〇
）
の
墓
誌
の
拓
本
で
あ
ろ
う
。
　
司
馬
紹
（
元
典
）、
司
馬
（
景
和
）
の
墓
誌
が
出
土
し
た
の
は
、
清
の
乾
隆
二
十
年
（
一
七
五
五
）
で
あ
っ
て
、
江
南
省
孟
県
の
東
北
八
里
の
葛
村
（
現
、
河
南
省
沁
陽
県
の
西
南
）
の
地
の
父
子
、
夫
婦
、
宗
族
の
合
葬
墓
か
ら
「
司
馬
景
和
妻
墓
誌
銘
」「
司
馬
進
宗
墓
誌
銘
」
と
同
時
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
っ
た

。
　
「
司
馬
紹
墓
誌
」、
お
よ
び
「
司
馬
墓
誌
」
の
原
石
拓
本
は
、
と
も
に
得
難
い
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り

、「
司
馬
紹
墓
誌
」
で
世
に
出
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
、
湯
令
名
の
重
本
（
重
刻
本
）
で
あ
る
と
い
う

。
一
方
、「
司
馬
墓
誌
」
の
原
石
は
失
わ
れ
、
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
に
馮
敏
昌
が
重
刻
し
、
そ
の
重
刻
本
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
原
拓
本
に
近
い
影
印
本
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
羅
叔
言
所
蔵
の
影
印
本
が
日
本
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

。
　
内
藤
湖
南
の
幸
徳
秋
水
へ
の
「
後
魏
時
代
の
司
馬
某
墓
誌
の
石
（　
）
59
（　
）
60（　
）
61
（　
）
62
（　
）
63
40
刷
」
は
、
内
藤
が
十
一
月
十
八
日
の
午
後
、
秦
淮
水
に
沿
っ
た
文
廟
（
孔
子
廟
）
を
見
た
帰
途
に
購
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
い
ま
内
藤
の
「
禹
域
鴻
爪
記
」
の
十
一
月
十
八
日
の
記
載
に
「
午
後
よ
り
は
復
た
一
柳
氏
に
導
か
れ
て
、
秦
淮
水
に
傍
へ
る
文
廟
を
観
る
、
…
…
帰
途
に
は
書
肆
、
墨
帖
店
な
ど
あ
さ
り
、
金
陵
刻
経
処
と
て
名
高
き
楊
仁
山
氏
を
訪
ひ
、
一
二
語
を
交
へ
て
已
仏
教
の
議
論
と
な
り
、
談
や
ゝ
佳
境
に
入
ら
ん
と
す
る
際
、
他
客
あ
り
た
れ
ば
、
こ
ゝ
に
て
も
数
種
の
書
を
買
ひ
て
、
辞
し

」
た
こ
と
が
み
え
、
ま
た
「
己
亥
鴻
爪
記
略
」
の
十
一
月
十
八
日
条
に
、「
午
後
一
柳
氏
卜
秦
淮
水
ニ
沿
テ
孔
廟
ニ
至
リ
官
書
局
諸
書
肆
ヲ
過
リ
テ
帰
ル

」
と
あ
っ
て
、
同
様
の
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
そ
の
日
記
に
付
載
さ
れ
て
い
る
「
金
銭
出
納
簿
」
の
十
一
月
十
八
日
の
箇
所
に
は
、「（
前
略
）
一
壹
元　
張
猛
龍
碑
／
一
八
拾
仙　
六
朝
事
迹
／
一
壹
元
八
拾
五
仙　
仏
書
三
種
／
一
五
元　
拓
本
数
種

」
と
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
拓
本
数
種
」
の
な
か
に
、
幸
徳
へ
の
「
み
や
げ
」
と
し
た
「
後
魏
時
代
の
司
馬
某
墓
誌
の
石
刷
」
が
あ
っ
た
と
み
な
し
て
よ
い
。
　
ま
た
内
藤
が
田
岡
嶺
雲
（
佐
代
治
、
一
八
七
〇
〜
一
九
一
二
）
か
ら
託
さ
れ
、
幸
徳
に
も
た
ら
し
た
「
黄
山
谷
の
書
」
の
黄
山
谷
（
庭
堅
、
一
〇
四
五
〜
一
一
〇
五
）
は
、
北
宋
の
詩
人
で
あ
り
、
ま
た
書
家
と
し
て
も
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
黄
山
谷
は
、
行
書
、
草
書
を
よ
く
し
、
（　
）
64
（　
）
65
（　
）
66
現
存
す
る
行
書
に
は
、「
王
長
者
墓
誌
銘
稿
」「
松
風
閣
詩
巻
」
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
草
書
で
は
、「
諸
上
座
帖
」「
李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

。
　
幸
徳
は
、
黄
山
谷
の
書
を
愛
好
し
て
い
た
。
日
記
『
時
至
録
』
明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
日
条
に
、「
購
黄
山
谷
青
原
帖
帰
筆
勢
俊
邁
可
愛
（
黄
山
谷
の
青
原
帖
を
購
っ
て
帰
る
、
筆
勢
俊
邁
に
し
て
愛
す
可
し
）

」
と
み
え
る
の
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
　
ち
な
み
に
田
岡
嶺
雲
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
一
月
に
『
万
朝
報
』
社
に
入
社
し
、
翌
年
初
秋
に
『
い
は
ら
き
』
新
聞
の
主
筆
と
な
っ
た
た
め
退
社
し
て
い
る

。
幸
徳
秋
水
は
前
述
し
た
よ
う
に
明
治
三
十
一
年
二
月
の
入
社
、
内
藤
湖
南
は
同
年
五
月
の
入
社
で
あ
る
か
ら
、
田
岡
が
『
万
朝
報
』
記
者
と
し
て
幸
徳
、
内
藤
ら
と
同
僚
で
あ
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
の
期
間
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
徳
は
、
田
岡
と
親
し
く
、
田
岡
が
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
、
清
国
上
海
の
学
校
に
「
日
本
教
習
」
と
な
っ
た
以
後
に
も
、
幸
徳
は
、
九
月
二
十
二
日
の
日
記
に
、「
上
海
な
る
田
岡
嶺
雲
へ
書
状
を
出
す
、
唯
た
近
況
を
し
ら
せ
や
り
し
也

」
と
記
し
、
十
一
月
二
日
の
日
記
に
、「
佐
藤
秋
蘋
遂
に
上
海
に
赴
き
し
由
に
て
長
き
手
紙
来
る
。
田
岡
嶺
雲
の
手
紙
も
封
じ
込
め
た
り
。
彼
等
が
異
郷
邂
逅
の
歓
喜
紙
に
溢
る
。
殊
に
感
旧
の
情
を
増
す

」
と
書
き
、
同
月
五
日
の
（　
）
67
（　
）
68
（　
）
69
（　
）
70
（　
）
71
41
日
記
に
、「
上
海
な
る
田
岡
嶺
雲
、
佐
藤
勇
作
両
人
に
手
紙
出
す

」
と
記
し
、
そ
し
て
同
月
二
十
三
日
に
、「
田
岡
嶺
雲
よ
り
手
紙
来
れ
り

」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
通
を
し
き
り
に
す
る
親
し
い
仲
で
あ
っ
た
。
田
岡
は
、
幸
徳
が
黄
山
谷
の
書
を
愛
好
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
に
、
内
藤
に
託
し
て
黄
山
谷
の
書
を
上
海
か
ら
贈
り
と
ど
け
た
の
で
あ
る
。
　
清
国
に
旅
行
中
、
内
藤
の
ほ
う
は
上
海
で
田
岡
嶺
雲
に
会
っ
て
い
た
。
内
藤
は
、「
禹
域
鴻
爪
記
」
に
、「
上
海
に
は
東
文
学
社
に
、
藤
田
剣
峯
、
田
岡
嶺
雲
の
二
旧
友
あ
り
、
時
事
新
報
の
通
信
員
た
る
佐
原
篤
介
氏
も
、
亦
種
々
の
便
宜
を
与
へ
ら
れ
た
り

」
と
記
し
て
い
る
。
田
岡
、
お
よ
び
藤
田
剣
峯
（
豊
八
、
一
八
六
九
〜
一
九
二
九
、
漢
文
学
、
東
洋
史
学
者
、
後
の
東
京
帝
大
、
台
北
帝
大
教
授
、
清
国
滞
在
中
、
羅
振
玉
と
と
も
に
東
文
学
社
を
創
立
、
そ
の
教
習
と
な
る
）
と
内
藤
が
会
っ
た
の
は
、
十
月
九
日
で
あ
っ
た
。
内
藤
は
、
清
国
旅
行
記
で
あ
る
「
己
亥
鴻
爪
記
略
」
の
そ
の
日
の
条
に
、「
上
海
ニ
着
セ
シ
ハ
午
後
二
時
過
ナ
リ
東
和
洋
行
ニ
投
ズ
夜
藤
田
田
岡
二
子
小
川
某
氏
ト
偶
々
東
和
ニ
来
リ
テ
因
リ
テ
面
晤
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
　
さ
て
内
藤
湖
南
と
幸
徳
秋
水
の
交
友
の
消
息
は
、
前
に
ふ
れ
た
ご
と
く
十
二
月
八
日
、
北
川
楼
で
内
藤
が
清
国
か
ら
無
事
帰
国
し
た
歓
（　
）
72
（　
）
73
（　
）
74
（　
）
75
迎
会
を
記
し
た
こ
と
を
最
後
と
し
て
絶
え
て
し
ま
う
。
幸
徳
の
日
記
『
時
至
録
』
は
、
そ
の
年
の
十
二
月
二
十
六
日
で
終
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
堺
利
彦
の
日
記
『
三
十
歳
記
』
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
堺
が
三
十
一
歳
に
な
っ
た
あ
と
も
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
の
年
四
月
十
一
日
の
日
記
に
、
内
藤
湖
南
、
国　
分
 
　
犀
東
、
退
社
し
た
り
、
黒
岩
終
に
士
を
遇
す
（
マ
マ
）
る
の
道
を
知
ら
ず
、
我
等
亦
い
づ
れ
の
時
彼
の
侮
辱
に
遭
は
ん
と
も
知
れ
ず
、
長
く
朝
報
社
に
在
ら
ん
こ
と
好
ま
し
か
ら
ざ
る
也

。
と
あ
る
。
堺
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
内
藤
湖
南
と
国
府
犀
東
の
『
万
朝
報
』
社
の
退
社
に
は
、
黒
岩
周
六
（
涙
香
）
と
の
あ
い
だ
に
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
っ
て
、
内
藤
に
と
っ
て
不
本
意
な
退
社
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
内
藤
湖
南
の
『
万
朝
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
退
社
直
前
の
三
月
の
論
説
は
、「
支
那
問
題
と
南
京
北
京
」（
三
月
三
日
号
）、「
今
後
の
支
那
観
察
者
」（
三
月
二
十
日
号
）、「
中
橋
氏
の
大
阪
遷
都
論
を
評
す
」（
三
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
号
）
の
三
編
で
、
依
然
と
し
て
そ
の
健
筆
は
衰
え
て
い
な
か
っ
た
。
　
内
藤
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
、『
万
朝
報
』
社
入
（　
）
76
42
社
以
来
、
翌
々
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
に
退
社
す
る
ま
で
の
二
年
の
あ
い
だ
に
、
実
に
一
一
二
編
の
論
説
な
ど
を
執
筆
し
て
お
り

、
そ
の
「
精
励
恪
勤
」
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
卓
越
し
た
文
章
力
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
内
藤
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
再
入
社
す
る
ま
で
に
二
ヵ
月
の
「
浪
人
生
活
」
期
間
が
あ
る
の
で
、『
万
朝
報
』
を
退
社
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
堺
利
彦
が
危
惧
し
た
よ
う
な
黒
岩
周
六
か
ら
の
「
侮
辱
」
に
遭
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
　
堺
は
、
四
月
二
十
三
日
の
日
記
に
、
昨
日
、
偕
楽
園
に
て
湖
南
、
犀
東
、
種
竹
等
の
送
別
会
あ
り
、
偕
楽
園
は
支
那
料
理
也
、
支
那
料
理
と
は
い
へ
ど
、
日
本
風
と
折
衷
し
て
恰
も
此
頃
の
宴
会
改
良
案
に
合
せ
り
、
低
き
テ
エ
ブ
ル
に
て
や
る
所
甚
だ
好
し

。
と
内
藤
湖
南
と
国
府
犀
東
ら
の
送
別
会
が
四
月
二
十
二
日
に
催
さ
れ
た
こ
と
を
書
き
と
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
幸
徳
秋
水
も
同
僚
と
し
て
こ
の
送
別
会
に
出
席
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
　
最
後
に
運
命
の
い
た
ず
ら
、
あ
る
い
は
皮
肉
と
し
て
、
い
さ
さ
か
気
に
な
る
事
柄
を
記
し
て
、
本
論
を
む
す
び
た
い
。
　
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
幸
徳
秋
水
は
、
内
藤
湖
南
が
清
国
に
遊
歴
す
る
に
あ
た
っ
て
五
言
律
詩
の
送
別
の
詩
を
贈
っ
た
。
そ
の
（　
）
77
（　
）
78
「
詩
翰
」
の
末
尾
に
「
大
正
」
と
い
う
添
削
を
請
う
語
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、「
斧
正
」「
郢
正
」「
郢
政
」、
あ
る
い
は
単
に
「
正
」「
政
」
と
記
す
が
、「
大
正
」
と
表
記
す
る
の
は
、
や
や
珍
し
い
。「
大
」
と
い
う
字
を
添
え
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
内
藤
に
敬
意
を
表
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
こ
の
語
に
か
か
わ
っ
て
思
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
明
治
に
替
わ
っ
て
立
て
ら
れ
た
元
号
「
大
正
」
の
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
元
号
は
、
「
大
正
」「
天
興
」「
興
化
」
の
候
補
の
う
ち
か
ら
「
大
正
」
が
選
ば
れ
決
定
し
た
と
い
う
。
そ
の
元
号
は
、『
易
経
』
臨
の
「
大
享
以
正
。
天
之
道
也
。（
大
い
に
享
 
り
て
、
以
て
正
し
き
は
、
天
の
道
な
り
。）」
に
と
お
由
来
す
る
と
も
、
ま
た
『
春
秋
』
公
羊
伝
、
隠
公
三
年
条
の
「
君
子
大
居
正
。（
君
子
は
、
正
し
き
に
居
 
う
こ
と
を
大
し
た
が
 
ん
ず
。）」
に
出
典
お
も
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
明
治
や
昭
和
の
元
号
の
出
典
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、「
大
正
」
の
出
典
に
つ
い
て
の
勘
文
が
、
な
ぜ
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
に
は

、
な
に
か
訳
 
わ
け
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
　
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
三
十
日
に
、「
大
正
」
と
改
元
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
の
一
月
、
幸
徳
秋
水
は
、「
大
逆
事
件
」
に
か
か
わ
っ
て
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
幸
徳
は
内
藤
湖
南
に
贈
っ
た
「
詩
翰
」
に
、「
大
正
」
と
書
い
て
、
内
藤
に
添
削
を
請
う
た
。
偶
然
（　
）
79
43
な
こ
と
と
は
い
え
、「
大
正
」
年
号
と
意
味
は
異
な
る
も
の
の
表
現
が
一
致
す
る
こ
と
と
「
大
正
」
改
元
の
「
勘
文
」
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
は
、
も
ち
ろ
ん
思
わ
れ
な
い
が
、
な
に
か
し
ら
気
に
か
か
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。
内
藤
湖
南
は
、
手
も
と
に
保
存
し
て
あ
っ
た
「
幸
徳
秋
水
詩
翰
」
に
「
大
正
」
と
あ
る
の
を
、「
大
正
」
改
元
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
感
慨
で
も
っ
て
思
い
浮
か
べ
た
で
あ
ろ
う
か
。
　
注
（
１
）　
佐
伯
有
清
「
柳
田
国
男
と
『
青
い
鳥
』
と
大
逆
事
件
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
七
三
号
、
平
成
十
六
年
六
月
）、
同
『
邪
馬
台
国
論
争
の
一
〇
〇
年
』
第
Ⅰ
章
「
一
〇
〇
年
前
の
邪
馬
台
国
論
―
久
米
邦
武
と
喜
田
貞
吉
―
」（
第
Ⅱ
章
以
下
、
執
筆
続
行
中
）。
（
２
）　
青
江
舜
二
郎
『
竜
の
星
座
―
内
藤
湖
南
の
ア
ジ
ア
的
生
涯
―
』
（
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
朝
日
新
聞
社
刊
）、
二
〇
〇
頁
。
（
３
）　
内
藤
湖
南
「「
燕
山
楚
水
」
送
別
詩
歌
十
四
首
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
二
巻
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
筑
摩
書
房
刊
）、
一
〇
頁
。
（
４
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
一
〇
頁
。
（
５
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
一
一
頁
。
（
６
）　
塩
田
庄
兵
衛
編
『
幸
徳
秋
水
の
日
記
と
書
簡
』（
一
九
五
四
年
十
一
月
、
未
来
社
刊
）、
六
一
頁
。
専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室
編
『
大
逆
事
件　
』（
平
成
十
五
年
三
月
、
専
修
大
学
出
版
局
刊
）、
（三）
一
四
六
頁
。
（
７
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
二
頁
、
書
、
一
四
七
頁
。
（
８
）　
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
四
巻
、（
昭
和
五
十
一
年
七
月
、
筑
摩
書
房
刊
）
三
八
九
頁
。
（
９
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
二
〇
頁
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
一
頁
。
本
書
は
、「
円
珍
」
を
「
團
珍
」
10
に
作
る
。
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
四
六
頁
。
こ
の
書
は
「
円
珍
」
に
作
る
。
書
は
、
原
本
の
写
真
版
で
あ
る
の
で
、「
円
珍
」
と
し
て
本
稿
の
引
用
文
に
記
す
。
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
二
頁
。
11
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
二
頁
。
な
お
前
掲
注
（
３
）
書
、
一
七
12
八
頁
に
掲
載
の
「
舟
中
無
聊
次
秋
水
犀
東
二
兄
見
贈
」
に
は
、
第
二
句
二
字
目
の
「
遑
」
が
「
暇
」
に
、
ま
た
第
五
句
五
字
目
の
「
濶
」
が
「
闊
」
の
字
に
な
っ
て
い
る
。
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
二
頁
。
13
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
二
頁
。
14
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
二
七
八
―
二
七
九
頁
参
照
。
15
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
の
二
七
七
頁
以
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
湖
南
16
詩
存
」
は
、
内
藤
乾
吉
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
内
藤
湖
南
が
保
存
し
て
お
い
た
草
稿
を
神
田
喜
一
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
四
）
が
整
理
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
七
五
三
頁
参
照
）。
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
二
一
頁
。
17
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
七
頁
、
書
、
一
五
八
頁
。
18
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
二
―
六
三
頁
、
書
、
一
四
七
―
一
五
19
〇
頁
参
照
。
44
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
八
二
頁
、
お
よ
び
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
20
六
頁
掲
載
の
十
一
月
三
日
付
、
妻
郁
子
宛
の
内
藤
書
簡
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
八
二
頁
参
照
。
21
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
八
六
頁
、
お
よ
び
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
22
六
頁
掲
載
の
十
一
月
九
日
付
、
妻
郁
子
宛
の
内
藤
書
簡
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
二
七
九
頁
。
な
お
前
掲
注
（
３
）
書
、
一
七
23
八
頁
に
掲
載
の
「
将
赴
漢
口
再
歩
前
」
で
は
、
第
一
句
一
、
二
字
目
の
「
夙
志
」
を
「
宿
志
」
に
作
り
、
第
四
句
三
字
目
の
「
聊
」
を
｢
「
且
」、
第
五
句
四
、
五
字
目
の
「
音
少
」
を 
心
切
」、
第
七
句
一
、
二
字
目
の
「
何
時
」
を
「
何
年
」
に
作
っ
て
あ
る
。
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、
三
九
六
頁
。
24
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
一
〇
九
頁
。
25
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
一
五
頁
、
書
、
二
五
六
頁
。
26
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
一
六
頁
、
書
、
二
五
八
頁
。
27
（　
）　
『
堺
利
彦
全
集
』
第
一
巻
（
昭
和
八
年
五
月
、
中
央
公
論
社
刊
）
28
所
収
『
三
十
歳
記
』、
三
五
三
頁
。
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
七
〇
頁
。
29
28
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
七
〇
頁
。
30
28
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
七
三
頁
。
31
28
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
五
五
頁
、
書
、
一
三
五
頁
。
32
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
所
収
「
雪
嶺
先
生
及
び
香
庵
霞
山
二
兄
足
下
」、
33
二
六
八
―
二
六
九
頁
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
五
頁
、
書
、
一
五
四
頁
。
34
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
五
七
頁
。
35
28
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
七
七
頁
、
書
、
一
七
二
頁
。
36
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
六
一
―
三
六
二
頁
。
37
28
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
六
二
頁
。
38
28
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
六
五
頁
。
39
28
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
五
頁
。
書
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
。
40
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
六
頁
、
書
、
一
五
七
頁
。
41
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
五
七
―
三
五
八
頁
。
42
28
（　
）　
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
（
昭
和
五
43
十
九
年
二
月
、
吉
川
弘
文
館
刊
）、
八
二
〇
頁
、
青
木
和
夫
他
編
『
日
本
史
大
事
典
』
２
（
一
九
九
三
年
二
月
、
平
凡
社
刊
）、
一
〇
一
六
頁
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
八
六
頁
、
書
、
一
八
八
頁
。
44
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
八
五
頁
、
書
、
一
八
五
―
一
八
六
頁
。
45
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
所
収
の
「
著
作
目
録
」、
六
八
九
―
六
九
〇
頁
46
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
一
頁
。
47
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
二
頁
。
な
お
孔
丘
の
説
は
、『
論
語
』
48
巻
第
三
、
雍
也
第
六
、「
宰
我
問
曰
。
仁
者
雖
三
告
之
曰
二
井
有
一
仁
者
焉
。
其
従
之
也
」
云
々
を
参
照
。
（　
）　
幸
徳
秋
水
『
評
論
と
随
想
』（
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
自
由
評
論
49
社
刊
）
所
載
の
「
支
那
人
排
斥
す
べ
き
乎
」、
二
一
二
頁
。
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
所
収
の
内
藤
乾
吉
「
あ
と
が
き
」、
七
五
九
頁
50
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
二
一
一
頁
。
51
49
45
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
〇
―
六
一
一
頁
。
52
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
〇
頁
。
53
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
〇
頁
。
54
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
一
三
頁
。
55
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
二
一
二
頁
。
56
49
（　
）　
Ｊ
・
Ａ
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
井
上
裕
正
訳
『
内
藤
湖
南
ポ
リ
テ
ィ
ッ
57
ク
ス
と
シ
ノ
ロ
ジ
ー
』（
一
九
八
九
年
六
月
、
平
凡
社
刊
）、
七
一
頁
引
用
の
も
の
に
よ
る
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
〇
二
頁
、
書
、
二
二
二
頁
。
58
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
一
五
頁
、
書
、
二
五
六
頁
。
59
（　
）　
王
昶
輯
『
金
石
萃
編
』
第
一
冊
、
第
二
十
七
、（
一
九
八
五
年
60
三
月
、
北
京
市
中
国
書
店
刊
）、
八
オ
、
方
若
著
、
王
林
弘
増
補
『
増
補
校
碑
随
筆
』（
一
九
八
一
年
七
月
、
上
海
書
画
出
版
社
刊
）、
二
六
六
頁
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
二
六
六
頁
、
お
よ
び
三
〇
三
頁
参
照
。
61
60
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
二
六
六
頁
参
照
。
62
60
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
〇
二
―
三
〇
三
頁
参
照
。
63
60
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
九
八
頁
。
64
（　
）　
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
六
巻
、（
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
、
筑
摩
書
65
房
刊
）
三
三
六
頁
。
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
四
六
頁
。
な
お
記
述
の
な
か
に
み
え
る
66
65
「
一
壹
元　
張
猛
龍
碑
」
の
張
猛
龍
は
、
後
魏
の
南
陽
白
水
の
人
、
字
は
神
（
前
掲
（　
）
書
、
巻
二
十
九
、
二
ウ
参
照
）。
60
（　
）　
西
村
昭
一
『
書
の
文
化
史
』
下
（
一
九
九
九
年
五
月
、
二
玄
社
67
刊
）、
二
四
―
二
八
頁
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
五
七
頁
、
書
、
一
三
八
頁
。
68
（　
）　
家
永
三
郎
『
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
―
田
岡
嶺
雲
の
人
と
思
想
69
―
』（
昭
和
三
十
年
一
月
、
岩
波
書
店
刊
）、
二
一
〇
頁
参
照
。
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
七
八
頁
、
書
、
一
七
〇
―
一
七
一
頁
。
70
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
九
八
頁
、
書
、
二
一
四
頁
。
71
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
九
九
頁
、
書
、
二
一
六
―
二
一
七
頁
。
72
（　
）　
前
掲
注
（
６
）
書
、
一
〇
八
頁
、
書
、
二
三
七
頁
。
73
（　
）　
前
掲
注
（
３
）
書
、
六
四
頁
。
74
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
三
一
頁
、
そ
の
後
、
内
藤
は
十
月
十
二
日
75
65
（
三
三
一
頁
）、
十
月
十
六
日
（
三
三
一
頁
）、
十
一
月
二
日
（
三
三
四
頁
）、
十
一
月
三
日
（
三
三
四
頁
）
に
田
岡
と
会
っ
て
い
る
。
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
八
三
頁
。
76
28
（　
）　
前
掲
注
（
８
）
書
、「
著
作
目
録
」、
六
八
五
―
六
九
二
頁
参
照
。
77
（　
）　
前
掲
注
（　
）
書
、
三
八
三
頁
。
こ
の
日
の
日
記
に
、「
湖
南
、
78
28
犀
東
、
種
竹
等
」
と
み
え
る
な
か
の
「
種
竹
」
は
、
本
田
秀
（
種
竹
、
一
八
六
二
〜
一
九
〇
七
）
の
こ
と
。
漢
文
学
者
で
詩
に
長
じ
て
い
た
。
幸
徳
秋
水
の
日
記
『
時
至
録
』
九
月
九
日
条
に
、「
紅
葉
館
な
る
本
田
種
竹
送
別
会
に
臨
む
。
種
竹
来
る
十
五
日
頃
発
程
清
国
に
遊
ふ
筈
也
」（
前
掲
注
（
６
）
書
、
六
七
頁
、
書
、
一
五
九
頁
）、
九
月
十
五
日
条
に
、「
種
竹
山
人
か
ら
「
戊
戌
遊
草
」
と
い
ふ
詩
集
を
贈
ら
れ
た
」（
同
上
書
、
七
六
頁
書
、
一
六
五
頁
）、
九
月
十
六
日
条
に
「
天
晴
、
午
前
七
時
新
橋
に
行
き
、
種
竹
山
人
の
渡
清
を
送
る
」（
同
上
書
、
七
六
頁
、
書
、
一
六
六
頁
）
と
あ
っ
て
、「
種
46
竹
」
の
渡
清
に
関
す
る
こ
と
が
み
え
る
。
内
藤
湖
南
が
清
国
で
本
田
種
竹
に
会
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
注
（　
）
書
、
三
三
〇
頁
に
記
さ
れ
65
て
い
る
。
（　
）　
原
武
史
『
大
正
天
皇
』（
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
、
朝
日
新
聞
社
刊
）、
79
一
八
三
頁
、
米
田
雄
介
編
『
歴
代
天
皇
・
年
号
事
典
』（
二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
吉
川
弘
文
館
刊
）。
三
四
九
頁
参
照
。
〔
付
記
〕　
内
藤
湖
南
の
伝
記
書
で
定
評
の
あ
る
三
田
村
泰
助
『
内
藤
湖
南
』（
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
中
央
公
論
社
刊
）
に
、「『
万
朝
報
』
時
代
」
「
大
陸
行
」（
一
七
九
―
一
八
四
頁
）
の
項
が
あ
る
が
、
幸
徳
秋
水
、
国
府
犀
東
、
堺
利
彦
ら
『
万
朝
報
』
社
の
同
僚
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
小
川
環
樹
「
内
藤
湖
南
の
学
問
と
そ
の
生
涯
」
（『
日
本
の
名
著
』
第
四
十
一
巻
、『
内
藤
湖
南
』
所
収
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
中
央
公
論
社
刊
）
は
、「（
三
十
一
年
）
五
月
、
万
朝
報
社
の
論
説
記
者
に
な
っ
た
。
内
村
鑑
三
や
田
岡
嶺
雲
・
幸
徳
秋
水
・
堺
枯
川
（
利
彦
）
な
ど
と
同
社
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
た
ち
と
湖
南
が
い
っ
し
ょ
に
い
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
種
々
の
想
像
を
さ
そ
う
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
確
か
な
こ
と
を
つ
か
む
材
料
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
」（
十
七
頁
）
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
47
